
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和２年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●「授業過程を意識した授業づくりがで
きている」の質問に対して、肯定的な回
答をした教員の割合が８５％以上。

・マイプランを共通理解・共通実践し、授
業研究会の際に実施状況を確認する。

Ｂ

・全ての職員がマイプランを設定し、日々の授業
実践に取り組んでいる。しかし、教科を問わず、
授業過程に沿った授業ができているかとの質問
への肯定的な回答は７割弱であり、今後の改善
が必要である。

Ａ

・２学期末の意識調査では、授業を行う全教員が
「授業づくりのステップ１･２･３」を基に授業を行っ
ていると回答した。共通の認識と指標をもって実
践を積み重ねることができた。 Ａ

・「授業づくりのステップ１・２・３」という指標を
基にした授業を、さらに積み重ねてほしいで
す。

松尾、宮原

○「授業づくりのステップ１・２・３」に沿っ
た授業に全員で取り組む。
　主に算数科において、自分の考えを工
夫して書く活動を取り入れる。

○「自分の考えがよく分かるように言葉
や式、図などを使って書くことができた」
の質問に対して、肯定的な回答をした児
童の割合が８０％以上。

・一人学びの時間の具体的手立てを学
年部ごとに設定し、単元の指導計画に
位置づける。 Ａ

・９割弱の職員が一人学びの場の設定を意識し、
学年の発達段階に応じた手立てを講じるなど、一
人学びの充実を目指して日々の授業を行ってい
る。児童へのアンケートは今後実施し、表現する
ことへの意欲の高まりをみていく。

Ａ

・３学期の児童アンケートでは、肯定的な回答の
児童の割合が88％であった。自分の考えを何と
か表そうとする児童、表現することに自信を感じ
ている児童が増えている。今後は、質的な高まり
を目指して、取組を継続していく。

Ａ

・表現力を高め、論理的な思考ができるよう
に、「授業づくりのステップ１・２・３」での実践を
続けてください。

松尾、宮原

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

●「道徳の授業が楽しみ」や「人の役に
立つことにやりがいを感じる」という質問
に対して、肯定的な回答をした児童が８
０％以上。

・ふれあい道徳の実施により、家庭・地
域との連携を行う。
・人権集会や異学年による交流活動等
を行う。 Ｂ

・ふれあい道徳、人権集会は計画中。（２学期
に実施予定）
・けやきタイムやたてわり掃除で異学年交流
を行った。 Ａ

・児童のアンケート結果では、肯定的な回答の児
童の割合が８３％であった。コロナウイルス感染
防止の為、授業参観が１回の実施になった為、ふ
れあい道徳の全学年の実施はできなかったが、
人権集会やたてわり掃除や朝の遊びの時間での
異学年交流などに取り組めた。

Ａ

・本校の子どもたちはたいへん仲良く過ごして
います。人権週間等をいかして、人への思い
やりの指導を進めてもらうよう希望します。

田村（中村）、木村、笹山、
北島

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

●いじめの未然防止、早期発見、早期
対応のための組織的対応ができている
と回答した教師９０％以上

・いじめアンケートの実施
・気になる児童の情報共有や教育相談
研修会を行う。 Ａ

・にこにこアンケートを月に１回実施し、気にな
る児童には聞き取りなど事後指導を行った。
・生徒指導連絡会を週に１回実施し、児童の
情報交換を行った。 Ａ

・いじめの未然防止や早期発見のために組織
的対応ができたと考えた教師は100％であっ
た。情報共有や研修会を定期的に行い、いじ
めの早期発見・対応に向けて、組織的に取り
組むことができた。

Ａ

・先生方には、子供の悩みごとの相談によく
のっていただき、感謝しています。
・クラスでいじめが発生した場合の対応や取り
組みを報告してほしいです。

大石多、松尾、德淵、木
村、石井、宮司、阿部、

◎夢や目標を持ち、その実現に向けて
意欲的に取り組む児童を育成するため
の教育活動

◎学校行事を通して、自分のよさを発見
することができたと答えた６年生児童８
０％以上。

・児童の主体性や活動意欲を高める活
動を仕組む。
・児童が自分のよさを発見できるような
振り返りを行う。

Ｂ

・キャリアパスポートの取り組みを行った。
・運動会や委員会で児童が主体的に活動し、
意欲的に活動することができた。 Ａ

・縦割り活動やあいさつ運動、運動会などを
通して、自分の良さを生かして主体的に取り
組もうとする児童が増えた。90％の児童が人
の役に立つことにやりがいを感じると回答して
いる。

Ａ

・子供の主体性をのばす活動は、とても良い
取り組みなので、継続して取り組んでいただき
たいです。

松尾、德淵、石井、笹山、
宮司、阿部、大石多、江島

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育の充実

○児童一人ひとりの能力を伸ばし、多様
な交流により互いに認め合い、高め合う
仲間集団の育成

○教師の専門性と意識の向上。専門性
が向上した教員８０％以上。

・合理的配慮を意識した指導内容・方法
の改善
・特別支援教育に関する研修会の実施
・ケース会議の開催、情報共有

Ｂ

・職員研修では、合理的配慮を意識した指導方法につ
いて、各自の取り組みを振り返る機会となった。８０％以
上の教員が合理的配慮の重要性を改めて認識している
が、指導内容・方法の改善については、今後の課題で
ある。ケース会議については、保護者からの依頼を受
け、専門機関の方も交えて２回実施した。

Ａ

・教育委員会や専門機関も交えてのケース会議も行う
ことができた。子育て支援コーディネーターの巡回や児
童とのセッションなど，十分活用することができた。
・「合理的配慮のための授業アイデア集」を購入し，今
後生かせるように，ポイントとなるページに付箋をはって
回覧した。今後は，参考にして実践していく。

Ａ

・学校全体が、今年は静かで、落ち着いてい
るように感じています。
・町や専門機関との連携が良くできているよう
で良かったです。

松延、石丸、野中、大石
明、田村（中村）

○地域連携の充実

○ふるさと基山を誇りに思う心の育成 ○ふるさと基山を好きと答えた児童８
０％以上。

・「きやま学」の年間指導計画の見直しと
実践
・「ふるさと基山の歴史」の活用 Ｂ

・「きやま学」の年間指導計画に基づいて，実
践していきながら，他にも関連して学習できる
ことを検討している。 Ａ

・ふるさと基山を好きと答えた児童が８９％。
・「きやま学」については，今年度は，計画通り
に実施できなかったが，見直しはもてている。
・「ふるさと基山の歴史」を活用することができ
た。

Ａ

・子どもたちが、生き生きと生活しています。
地域や地域の人々を大切にしており、あいさ
つが良くできています。

木村、宮司、大石多、德
淵、北島

●･･･県共通　　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

◆　データの場所　教職員用フォルダ
　　\令和２年度
　　\令和２年度校務フォルダ
　　\005学校評価
　　\【中間評価用】〔若基小学校〕学校評価計画【0422】

Ａ

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

Ａ Ｂ
宮司、味志、德淵、尾形、
大石多、松延、原

・保護者の取り組みがもう少し欲しいです。
・基本的な生活習慣が定着できるよう、徹底し
ていただきたいです。
・体力アップの方策が欲しいです。

・早寝８１％、早起き９６％、朝ご飯９２％、運動８
６％の児童が達成した。運動が好きな児童も８
６％おり、外遊びを行う児童も多い。新型コロナウ
イルス対策を行うなど、児童の健康に関する意識
も高まってきている。

・早寝８１％、早起き９６％、朝ご飯９２％が達成した。担
任や養護教諭からの連絡や通信、発育測定の際に養
護教諭から話をしたことで、ほとんどの児童が意識して
生活できている。運動については、熱中症予防のため
に外遊びの禁止をしたため、２学期に調査を行う。

・学期に１回生活習慣チェックを行う。
・規則正しい生活習慣の大切さを保健だ
よりなどを発行し、児童・家庭に伝える。

●早寝（２２時までに就寝）・早起き（７時
までに起床）・朝ご飯（食事内容を問わ
ない）・運動（１日合計１時間以上）を達
成した児童が８０％以上。

●基本的生活習慣の定着

学校名 基山町立若基小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・最終評価では、全評価項目について、A評価であり、取組の成果が出ている。また、学校関係者からは、おおむね好意的な評価をいただいている。
・共通評価項目（４項目）とともに、本校の教育課題を踏まえた独自評価項目（２項目）を設定し、全職員の共通理解のもと、学校評価を推進し、教育活動や学校運営の一層の充実を図ることができた。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・教師の指導力を向上させ、個に応じたきめ細かな指導と授業改善による学力向上が望まれる。

・特別の教科「道徳」を中心に据え、思いやりの心や豊かな心を基盤とした学校づくりを行う必要がある。

２　学校教育目標
きたえ　やりぬき　まなびあう

元気いっぱい　自分から学び　共に高め合う子ども

３　本年度の重点目標

・「授業づくりのステップ１・２・３」の徹底・書く活動の充実

・早寝・早起き・朝ごはん、外遊び

・たてわり活動の充実

・ふるさと基山を誇りに思う心

校長、教頭、松尾、久保・元気な学校の基本は、先生方の元気だと思
います。お忙しいと思いますが、お体に気を付
けて頑張ってください。Ａ

・働き方改革の基礎となる、職員の意識改革
に取り組み、成果指標に到達した。また、優
先順位をつけて業務に取り組む職員の割合
が９６％となるなど、職員の業務遂行の取組
に変化が見られる。

Ａ

・会議の在り方を見直し、時間短縮を行った。
計画的な業務遂行を日常的に呼びかけるな
ど、工夫をしている。定時退勤はほぼ守れて
いる。

Ａ

・定時退勤日の設定
・学校閉庁日の設定

●時間外勤務時間が月４５時間以内の
職員の割合が８０％以上。

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減


